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は じ め に
筆者 は,今 年度(1993年),学部 ・大学院 の正規学生 を対象 とした上級 読
解 を週一 コマ担 当す ることにな った。大学生活 ではブ ック ・レポー トや小
論文 に見 られ るよ うに,r読 む」 こととr書 く」 ことは切 り離 せない もの
である。 これ を考慮 して前期 は文章構造 に着 目 し た 速読 を扱 い・「書 く」
準備段階 として の読解授業 を行 った。本稿 はその報告 である。
1.対 象 クラスと速読
学生 は,日 本語試験 の成績 ボB判 定の大学院生5名 とAま たはB判 定
の学部生10名 の計15名 か ら成 る。 国籍 は,韓 国5名,中 国4名,台 湾 尋
名,マ レーシア(中国系)2名で,全 般 に漢 字語彙力 が高 いのが特徴 と言 え
る。
読解形式 には,駒 井(1990),小川(1991〉が指摘す るよ うに・読 む 目的 に
よ ワ,緬 部 まで理解す るた めの 「精読」,娯 楽や一般 的知識の収集 を目的
とした 「多読」,速 く読 むための 「速読」(または粗読)が ある。
この中 か ら 「速読」 を取 り上 げるこ とにした のは,前 年度 に上級 クラス
(上2)で速 読 を担 当 した経験 か ら,一 週一 コマ(90分)だげとい う授業時 問
数では,文 章構造 に関す るテーマーつ につ いて,読 み ・練習 問題 ・解答 の
検討 とい う一連 の作業 を,次 週 に持 ち越 さず に一回完結 にす るのが効果的
だと考 えたか らで ある。
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2。 授 業 計 画
2,1,基本 方針
この授業 では,文 章構造 に注意 しなが ら内容 を理解 して速 く読 む ことを
目的 とした。 す なわち,そ の文章では どのよ うに して話 が始 め られ その後
どのよ うに展開 され ているのかを観察 しなが ら,く何 につ いて〉それは 〈ど
うだ>と 書 いてあるのかをつかむのが 目的で ある。
実際,物 語文 では[揚面 設定一事件 一解決],論説文で は凋 題提起一解 説
一結論1ま たは[結論一解説一 まとめ1と い うよ うに,文 章 の始 め ・中 ・終
わ りは全体 として一 つの構造 を成 してお り,そ れ に沿 って,く 何 かにつ い
て〉それは くど.うだ〉 と書かれているのである。 この ことを・r読む」 とき
ばか りで な く自分で 「書 く」 ときのために も学生 に意識 させ るのがこの授
業 の狙 いで ある。
また,速 読 とい う性質上,宿 題は出 さず,す べ て授業 中 に作業 を終 える
ことに した。
2・2.学習項 目
では,文 章構造 に着 頃しなが ら文章の中心内容 をつかむ には,文 章 の中
で何 に注 目して読ん だ らいいのだろ うか。 この授業 では,泣 上(1983)を参
考 として,談 話 レベル に関係 のある言語表現 に注 目して読むよ う指導 して
い くことに二したp
池上 は,談 話 を談話た らしめてい る構造的要因 を,「結束 性」,「卓立性」,
「全体構造」 の3つ に大 きく分 けて いる。 「結束性」 は文 と文 の続 き具合 に
関す るもので あ り,こ れ を示す 手段 と し て指 示,置 換 ・省 略・語彙的手
段,接 続詞 を挙 げている。r卓立性」 は特定の部 分 を際立たせて提示 す る
ためのもので あ り,こ れ には話題,既 知 と新 出,目視点 が関係 す るとしてい
る。「全体構造」 とは 「序論一本論一結論」「起承転 結』などの型 のことで,
ジ ャンル によっては明瞭 な形で現れ る と述 べ ている。
これ らの構造 的要因 を考慮 に入れ,文 章構造 と意味 内容 に関す る主 な学
習項 目を次 のよ うに設定 した。.
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く話題〉は何か
各段落の中心文 を探す
段落間の関係,す なわち文章構造 を探 る
文章全体の中心内容をつかむ
(ア)は,文章全体(一 段落 のこともある)また は各段 落は 〈何 につ いて〉
書いて あるのかを つかむ練習 であ り,こ こでは キー ワー ドに注 目させ る。
キーワー ドは話題 に関係 のある語彙 で文章 の中に繰 り返 し出て くるもので・
ある。同一語 のこともあれば,同 義 譜,類 義語,対 義語 な ど関連語彙の形
で出 て くることもある。このほかシ「～は,～ とは,～ とい えば,一 も」な
ど話題 を提示 する文型1}にも注 目させ る。
(イ)ば 語題 につ いて 〈どうだ〉 と書 いて あるの か をっ か む 練習で あ
る。 ここでは,キ ー ワー ドと 〈話題一叙述 〉 を表す文型 のほかに,要 約 を
導 く 「要 す るに」「つ ま り」や,次 にま とめ ・結論 が来 る ことを示 す 「した
がって」「この ように」な どの接続語句や指示詞 に注 目させ る(書いてない
場合は・文 と文 の関係 を自分 で考 えてみ るように促 す)。そ して,見 つ けた
中心文 が筆者 の意 見 を表す ものか事実 の記 述 なのか を区別 させ る。
(ウ)では,キ ー ワー ドと接続語句 に注 目して意味 内容 の関連 を考 え,小
話題 ごとに文章全 体 をい くつ かのグループ にまとめて,話 の展開 のしかた
を考 えさせ る。 そ レて,筆 者 の意見が書 いて ある文章 の揚合 は,文 章全体
の中心 となる段落 を探 させ る。
(エ)は文章全体 は何 につ いで,そ れ はど うだ と述べ ているのか をつかむ
練習 で ある。(ア 〉竺 ウ)の作業 か ら・ 筆者 の意見 が書 いてある文章の場合
は文章全体の中心 文 を選 ぴ,筆 者は何 のた めにそれ を書 いたのか考 え させ
一
る。 それ以外 の文章の場 合は,粗 筋 をおさえさせ る。
以上(ア)～(エ)のうち,普 通(エ)が 文 章 を読む行 為の最終 目標 になるも
のと考 え られ るが.授 業 ではまず(ア)から(ウ)について別個 に練習 して学
生 にこれ らの作業 を意識 させ,そ の後(エ)の作業 に移 る ことに した。
このほかの学習項 目と して次 のもの を設定 した。
一208一
(オ〉 要約す る
(カ)次 にどんな内容の段落 が来 るか話 の展開 を予測 す る
(キ)省 略部分 など を推測 する,
(ク)特 定 の情報 を探す
(オ)は上記(ア)帆 工)の作業 を踏 まえ・て,す なわち話題,キ ー ワー ド,目
中心 文 に注 目して,文 章 の重 要な部分 をまとめて筋 の通 った文 章 にす る練
習で あ り,大 学生活 では特 に重要 な作業 の一つで ある。 監力)と(キ)は(ア〉
鰍 工)の作業 をもとに,言 語表現 だけでな く日本人 の考 え方 も考慮 しな け
れ ばな らない作業で ある。(ク)は,い わ ゆるscannt㎎と呼 ばれ る読 みの
形式で あるが,こ の授業で は教師の指示 に従 って短 時間 の うちに情報 を探
し出す作業 を行 うことに した。
教材 の選 定に あたっては,読 み ・練習 問題 ・解答 の検討 とい う一連 の作
業 を90分で こなせ る分 量で あること,初 期 の うちは学習項 目が とらえや
す い もので あることを特 に考慮 した。
3.授 業の実際
各学習項目については数点の教材 を用意 し,学生の様子 を見なボ ら適宜
選んで使用 した。次 に,前期で使 った教材 のうちいくつか紹介す る。
学習項 目 教材番号2}「題名」または題材(文章の種類)
a読 解ストラテジー
bく話題〉と中'心二文
c段 落間の意味関係
d文 章構造 と中心内容
e要 約
f特 定の情報 を探す
g文 章構造と中心内容
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
「話がちがう」(評論)
朗読の効用(解説文)
ことぱは増 えていく(説明文)
街の色(論説文)
都井岬の野性馬(論説文〉
「書店の上手な利用法」(説明文)
「詩 と科学」(随筆)
「国際交流の第一歩は何か」
「女が変わ り男が変わる」(評論)
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h要 約 ⑩*「 『若 い者 は働 かない』 の錯覚 」(随筆)
(率印の教材については[資料1参薫)
以下,作 業手順 を述べ る。
授業初 日には ガイダ ンス を行 い,2.Lで述べ た基 本方針 を説明 した。 ま
た,授 業中の限 られた時問内に 「読 む」 ために,次 の事項 を一般 的注意 と
して与 えた。
イ 逐字,逐 語読 み をしない。黙読す る。
ロ 文 ど文 の関係,段 落 と段 落 の関係 を考 えなが ら読 む。
ハ 分 か らない言葉 が出て きて も,辞 書 を引かないで読 んでみ る。重
要 な言葉(キー ワー ド〉だ と思 った ら,そ の漢字,前 後の言葉,文 脈,
話題,題 名 などか ら類推す る。辞書 は練習 の後で引 く。
二 書 いてあるもの(文章,図 表 など)だけで な く,自 分 の知識や経験
など も駆 使 して読む。 ただ し,自 分 の考 えは織 り混 ぜず,衷 ず筆者
の考 えを読み取 る、
ホ 文 章全体 を通 して読 む速度 を一 定 に保 っ。
その際,語 彙 は 日常 生活 の中 で増 やす こと,「読 み」 にお ける漢字語 彙
の重要性,を 強調 しておいた.ま た,文 章 を読 む ときはいつ も,ま ず題 名
を見て 〔揚合 によって絵,図 表 など も見 て)話題 は何 か を考 えてか ら読み始
めるよ うに注意 した。 そして,内 容 を理解 して速 く読む には文章 の中で何
に注 目して読 んだ らいいか につ いて説 明 したあ とで,今 後 どのよ うに授業
を進めてい くかを紹 介す るために教材 ④ を使 ってガイダ ンス授業 を行 っ
たc
教材 ① は4段 落 か ら成 る600字余 りの短 い文 章で,第1段 落で文章全
体の 〈主題 〉 を提示 してお り・第2段 落 では喩話 で主題 の例示 を行 い,第
3段落 で主題 をさらに明確 に説 明 して第4段 落で主題 のまとめ を述 べて お
り,文章構造 がはっき りしてい るのが特徴 である。 ここでは まず,一 通 り
黙読 させ てか ら,文 章全体は く何 について〉それは 〈ど うだ〉 と書 いて あ
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るのか く主題 〉を探 させ,そ れ を示す文型 に着 目させ た(ここでは,題 ・述
を示す典型 的 な文型 「～は 一で ある」)。次 に,段 落 間の関係 を考 えさせ'て
文章構造 を探 った。 ここでは,上 述 の通 り,序 譲(第1段 落1主題提示1)一
本論(第2段 落[例示]一第3段 落[主題 の明確化])一結論(第4段 落[主張 と
まとめ])とい う展開 になってい る。 さ らにi題 名 「話 がちが う」は具 体的
にどのよ うなことを指 してい るのか,キ ー ワー ドまたは中心文 を挙 げ させ
た。最後 に,著 者 がこの文章 を書 いた 目的 を問 い,そ れ は第4段 落か ら読
み取れ る ことを確認 させた。
② は朗読の効用 を4段 落 にまとめた文章 で ある。 ここでは,文 章 の話
題,各 段落 の中心文 を探 し出 させて か ら,そ の手掛 りになったのはキ ーワ
ー ドと接続語句 「だか ら」 と 「つま り」で あった ことを確認 した。
③ は新語 と外来 語 によって ことば数 が増 えてい くこと を9段 落 にわた
って述べ た文章 である。 まず,内 容 のま とま り(共通 の小話題)を考 えて3
つ のグル ープに分 けさせ,そ れぞれ の グループ に小見 出 しをつ けさせた。
これ は,キ ーワー ドをつか んでいるかど うかをみ るためで ある。次 に・各
グル ープの中心段落は どれ か,そ の中心段落 とその侮 の段落 との関係 は ど
うなっているか を答 えさせ た。段落間 の関係 については この教材 で初 めて
扱 うので,関 係 を示 す用語 の一例 をあ らか じめ挙 げ てお いた(例:話 題提
示,問 題提起,問 題解決,解 答,説 明,.例示,定 義,理 由,意 見,推 測,
提案,結 論 ・まとめ,実 験,観 察,結 果)。これ らの練習 の答 えは表 にま と
め させ た携 これは文章 を書 く際 のアウ トラィ ンの作成作業 に相 当す る こ
と を言 い添 えておいた。
ここまでで,文 章構造 に関する個別 の練 習 が終 わった、 次 哩)段階で は,
これ まで学習 してきた こ とをふまえて,文 章全 体は 〈何 について〉それは
〈ど うだ〉 と述 べてい るのか をつか む練 習 に入 った。
④ は,日 本 の環境行政 は 町並み の色彩制 限 につ いて もっと積極的 で あ
ってほ しい,と い う主題 を6段 落 にまとめた論説文 で ある。 この文章 は大
き く4グ ループ に分 け られ,話 題提示 ・結論(こ こでは主張),主張 の根拠
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その1(例示 と評価),主張の根拠その2(例示 と評価),まとめ,の 順で書
かれている.こ の文章については,話題は何か,筆者の中心主張はどこに
書かれているか,文 と文の関係 ・段落 と段落の関係はどうなっているかを
問い,こ れまでの練習の総復習とした。
⑤ は,観光用の餌付けによって野性を失いつつある宮崎県 の野性馬の
社会でも,経済的に豊かになったヒト社会 と似たような現象 が起きている
ことを述べている。 ここでは,ま ず字数 を制限 して要約文 を書かせた後,
目各自の文の講評を行った。これは,こ れまで学んできたことをどのくらい
生かしているかをみるためであった。学生の大半は論旨を的確につかんで
いたが,例 を多 く出 しすぎて主題がぼやけた り,ヒ ト社会のほうに重点を
置いて書 くなど,文章の分量のバランスに問題のある学生もみられた。講
評の際,文 を短 くまとめる方法3)も紹介 しだ。 要約の手順については口頭
で述べただけであったが,板書 して再確認 したほうが効果的だったろ うと
思われる。
⑥ は書店の利用法を紹介 した公報誌で,学生 には身近な話題を扱 って
おり,文章も非常に分か ワやすい。そのため,特定の惰報 を探す練習では
教師が指歩を与えて探させることが多いが・今回は教醜の側からは 「書店.
で何かしたいとき,ど うした らよいか」という[問題設定一その解決]のパ
ターンだけを指示 しておき,学生が文章を読んでその く何か>も探す こと
にした。 この練習では,時 間を限らず,何 分で書き終 わったかを記入 させ
た。
ここまでの作業で速読の基本的段階が終わったとみなし,教材 ⑦酎⑩
は応用練習として使用 した。
⑦ は詩と科学の類似性 を述べた文章である。 ここでは,段 落ごとに順
不同に切 勾放 した ものを並べ換 えて文章を再構成する練習をし,文章全体
の題 をつけさせた。さらに中心内容についても答えさせた。 ここでも・キ
ーワー ドの反復 と接続語句が手掛 りとなっている。
⑧ は,国 際交流 の第一歩は相互の人聞理解 のために相手と共通の こと
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ばを持つことである,と いう主題 を6段落で述べた文章である。初めの3
段落で主題 を順次説き明かし,後の3段落 で,相互理解 がなくて交流 がう
まくいかない例 を挙げている。ここで も段落 を並べ換 えて文章 を再構成す
る練習・段落冒頭に接続語句を選び入れる練習・著者の意見を述べた中心
文を3つ選ぶ練習を行った。 これらの練習でも語彙のつなが りが手掛 りと
なるが,文章全体が構成上大 きく2つに分けられることも理解する必要が
ある。後半3段 落の並ぺ換えでは次の2通 りの解答が返 ってきた。
ア・ 客を招 くとき一客が帰るとき一相手 に招かれた とき
イ・ 客を招 くとき一相手に招かれたとき一客が帰 るとき
原文はアであるが,ロ を選ぶ日本入 も実際にはいる・ そこで,著者 はな
ぜアの順で書いたのかを話し合ってみたところ,時 問配列 で書いてあると
いう答えが得 られた。
⑨ は,女性の社会進出が目覚ましいのに対 して男性 は依然 として会社
人問が多いが・男性 も着実 に変わ り始 めてお り,90年代は男性の変わる時
代と期待 している,という内容の文章である。ここでは,正 しい内容 の文
を選ぷ練習のほか,空欄 に接続語句やキーワー ドを入れさせたあと要約文
を書かせ,試 験代わ ウとした。
⑩ は,今 の若者は働かないというのは大人の錯覚で,働 く仕組みを作
りさえすれば働 くし,自分たちが若 い頃は先輩 の指示 が不十分でも今 の若
者よ ウ働いていたというのも錯覚か もしれない,と いう内容 を述ぺたもの
である。この文章は分量が多いため,まず リレー式 に学生 に音読 させて漢
字の読みを与えた後,「錯覚」の意味 を確認した。次 に,タ スクシー トを
配って,正 しい内容の文 を選ばせ る,文章 の要点 について答 えさせる,題
名の語句を使ってこの筆者の立揚か ら要約文を書かせるとい う作業 をおこ
なった。なお,要 約文の検討 は時間内にはできず,次回 に行 うことになっ
た。この教材は、要約文 を書かせ る前 の段階 として,ア ウトラィ ンを作 る
練習にも適 していると考えられる。
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4,ま と め
(1〉読解力 につ いて
・読解力 の伸 びは学生 によって差 が見 られた。伸 び悩 んだ学生は,.論の展
開を読み取 る ときに,そ の筆者 の考 えに沿 って読 み進 めることをしないで
自分 の意見 を絡 めなが ら読んで いく傾 向 が見 られた。
.g要旨は的確 に読み取 れて も・要約文 を書 くのが苦手な学生 がかな り見 ら
れ る(特に男 子学生〉。 これは,そ の文章 の筆者 の考 えを学生 自身 の言葉 で
書 こうとして論調 が強 くな り,学 生 自身 の意見 と受 け取 られ かねない文章
となって しまうためで ある。
(2)クラス運 営
・練 習問題 の答 えは一つ だけ≧は 限 らな い の で・必 ず クラス全員 で検討
し,納 得の行 かない揚合 は話 し合 いぎ行 クた。 また,読 んだ文章 にっ いて
学生か ら意見 が出た ときは,時 問 に余裕 が あま りない揚 合 で も取 り上 げ
た。 これは,意 見の交換 は クラスでこそできる作業 だとい う意識 が学生 に
ある ことを考慮 したためで あるが,こ れ によ リクラス運営 がか な り円滑 に
ヤ、った と、思わオしる。
・辞書 は練習中は使 わない方針 で授 業 を始 めたが,4,5回 目か らは使用 を目
認 めたほ うが効果 が上 が った。 このクラスの学生 は漢字 の読み方 の類推 が
きくので辞書 を引 くに もあま り手問取 らず,気 になることばの意味 が分 か
って安心 して読 み進 める ことがで きたた めとみ られ る。
(3)教材
・時事問題,時 の話題 を扱 った ものな ど生教材 を使 った ほ うが学 生の意欲
を引 き出 せるた め,今 後 は学生 の関心 を考慮 して・文章 の種類 を増 や して
いかな けれ ぱな らないと考 えてい る。
(4〉指導法
・言語表現 のうち,学 生は まず語彙 に着 目す る傾 向が強 い,語 彙 が集 まっ
て文 を成 しさ らに文章 を構成す ることを考 えると,こ れは当然 のこと と言
えるのかもしれない。 した が って,こ うした学生 の傾 向 を生 かす ための指
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導法 やキー ワー ドの反復 の しかたなどにつ いて研究 を進 め る必要 が あると
思 われ る。
。接 続語 旬 については,読 む ときは特 に問題 は見 られなか った が・文 章中
の空欄 を埋 める練 習は苦手 な学生が多 かった。 これは,書 くときに使 い こ
なせ ないことを意 味す る、 しか し実際1こは,接 続語句 の使 いす ぎは読 んで
いて煩 わしいと も言 われ るので,ど んなときに使 いどんな ときに使 わな い
ほ うがよいの か今後 の課題 としたい。
注
1)話題 を提示する文型については次の2冊 を参考にした。
北條淳子(1989)「複文文型」『談話の研究 と教育II』(耳本語教育指導参考書 重5)
国立国語研究所
日向茂男 ・日比谷潤子(1988)『談話の構造』(外国入のための日本語 例文 ・問題
シリーズ16〉荒竹出版
2)教 材の出典は次の通 り。
① 河合隼雄 『老いのみち』読売新聞社
② ③ 四谷大塚進学教室編 『日本語総合間題集』凡人社1頁 ・9-11頁
④ 朝 日新聞天声人語欄(寺村秀夫他編rケ ーススタディ日本語の文章 ・
談話』桜楓社 別冊[共通資料[Dl])
⑤ 朝 日新聞天声人語欄(松村 明他r高 等学校 国語表現■旺文社27-
28頁)
⑥ 紀伊國屋書店Kl1VOKUMy'4賀MES・R温4PIN(}四EEK,
1990
⑦ 湯川秀樹 「詩 と科学」暢 川秀樹著作集』第6巻
⑧ 鈴木孝夫 「国際交流 の第 一歩 は何 か」ア目本語 と外国語』岩波新書
109-110頁(早稲田大学 目本語研究教育 セ ンター 中級用読解教材
27〉・
⑨ 菅原眞理子 「女が変わり男ボ変わる」『楽 しいわが家』1991年1月号
全国信用金庫協会
⑩ 大江淳良rr若い者は働かない4の錯覚」r春夏秋冬』1988春第一勧
業銀行(早稲田大学呉本語研究教育センター 中級用読解教材45)
3)『実践1こほんごの作文』第7課 参照。
参 考 文 献
目向茂男 ・目比谷潤子(1988)ア談藷の構造』(外国人のための目本語 例文 ・問題
シリーズ16)荒竹出版
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池上嘉彦く1983)「テクストとテクストの構造」『談話の研究之教育1』(日本語教
育指導参考書11)国 立国語研究所
川口義一(1991).r中級クラスの速読指導」r講座 日本語教育』第26分冊 早稲
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国立国語研究所
駒井 明(1990)「上級の日本語教育」『日本語教育』71号
松村 明他(1993)『高等学校 国語表現』旺文社
名柄 迫 ・茅野直子(1989)『文体』(外国人のための日本語 例文 ・問題シリーズ
9)荒竹出版
小lll貴士(1991)「読みのストラテジrプ ロセスと上級の読解措導」『日本語教
育』75号
佐藤政光他(1986〉ア実践にほんごの作文』凡人社
寺村秀夫他編(1990)『ケーススタディ日本語の文章 ・談話』桜楓社
四谷大塚進学教室編(1990)『日本語総合問題集`凡 人社
[資料11教 材 ①
9
?
?
?
?
?
「?
」
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?、?
?
?
、
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
。
?
?
?
?
?
?
?
?
?
。
?
?
?
ー
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
っ
?
?
?
?
?
?
っ
?
?
ー
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
、
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
「?
?
????
?
?
?
?
ー
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
。
?
?
?
?
?
ー
?
?
?
っ
?
?
?
?
」
?
?
㌧?????
【?
?
?
?
?
?
?
?
。
?
?
?
?
?
?
ー
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
、?
?
ー
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
、
?、?
?
?
?
?
ゃ
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
ー
?
?
?
?
?
?
?
?
?
、
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
。
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
っ
?
?
?
?
?
、
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
、
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
っ
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
、
?
?
?
?
?
?
、
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
っ
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
っ
?
?
?
?
?
?
?
っ
?
。
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
「?
?
」
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
っ
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
。
?
?
?
?
?
?
?
?
?
。
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
、
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
。
?
?
?
?
?
?
?
?
っ
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
、
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
。
??
?
、、
し
9
一216一
[資料21教 材 ⑧
r国際交流 の第一歩 は何 か」
イ ①{あ)相 手 に家 に 紹 か れた ら、 備 品 や 調 度類 は た と え そ の 美 し さ 、 素 晴 ら
し さに う た れて も、 決 して賓 め て は な らな いD② それ は 、 私 に 下 さ い、 と い う意 味 に
と られ か ね な いか らで あ ろ。 ③ この よ うな こ と を知 らな い と 、 な ま じア ラ ビア 語 や ペ ル
シ ャ言琵が 喋 れ る こと が 、 カ}えって マ イナ ス に な って し ま う。
ロ ①(い)ア ラビア語やペルシャ語 を学ん だ人が、 イスラム教を奉 じて いる人
を食事に招待す るような時、せ あて豚肉 だけ はどん なことがあ って も料理 に加 えて はな
らぬとか、酒類 も出 さぬ方が安全だといった4ら いのことは、常識と して知 って いなけ
れば困 る。
ハ ①(う)お 客が帰 るとき、こち らの招待 に対す るお礼を相手が余 り言 わな(
て も、不審に思 った りして はいけない。③お 礼はむしろ主人側が、来て くれた客 に言 う
ぺ きものとい う習慣 なのだか ら。
二 ①現在の 日本 は、国 として は世界一の金持 ちになり、 日本か らいろ いろな 目的 で海 外
に 出て行 く人が、今年(】989年)は遂に珀00万人 を越 す らしい。 ② 日本の工場 や商店
は・世界め至 る所 に進 出し・外国か らあ りとあ らゆるものが輸入 され・ 日本 を訪 れ る外
国人旅行者の数 も、懸 に年闇300万人に迫 うているg③ それ どころか大蔀会で は、 日本
人 に混ざ って働 いて いろ外国人 を見かけること も珍 しくなくなっ元。④ まさに国 際化 の
時代であ る。
ホ ①(え)国 瞭相互交渋 を目的 とする言語字習の最 も重要 な狙 いは、相 手を知
り、自分を柑手に分か らせるとい う祖互の人聞理解 であろう。 ② ことぱの学習 を通 し
て 、相手漸 どのよ うな文化を もつ入聞であ るかを知 るように絶えず努 めない と、 無知 や
誤解が原因で、艇駄 な摩擦が起 こった り、感 情的な対立が生 まれた りで.交 涜 はう ま く
いかない。
へ ① 〔 お.〕 、 庶 民 レベ ル で外 国 人 との 直 渓 の つ き合 い が 増 え て くる と、 何 よ り
も まず 必 要 な こと は 、 溶 互 い の 意志 を 円 滑 に逼 じ させ る た め に、 共過 の こ と ば を も つ こ
と て あ る。 ② これ に は 二 つ 砂方 漉が あ,て 、 一 つ は一般 の 日 本人 の外 国 語 運 用 能 方 を 蕩
め る こと、 も う一・つ は 出 来 るだ け 多 くの 外 国 人 に、 日本 語 を 広 め るこ と であ る。
1.段 落 イ～ へ を並 ぺ か えて 、 意 味 の適 ろ文 章 に しな さい 。
R.本 文 の(あ)即(参)に 、 次 の 中か ら言 葉 を 選 ん で 入 れ な さ い。 〔一語 …回限 り)
こ の よ う な この よ うな 場 合 そ して た と え ば ま た
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